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練

 
 

二
十
年
ぶ
り
の
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
冬
も
過
ぎ
、
桜
の
季
節
を
迎
え
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。 

二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震
災
か

ら
ま
る
三
年
。
三
月
一
一
日
を
挟
ん
で

港
南
地
域
の
各
自
治
会
・
防
災
会
・
管

理
組
合
ご
と
に
、
そ
し
て
港
南
防
災
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
を
含
め
て
多
く
の
団
体

で
、
防
災
訓
練
や
防
災
講
習
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
の
活
動
の
様
子

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

 

【
防
災
講
演
会
】

 

【
関
心
高
い
マ
ン
シ
ョ
ン
防
災
】 

        

二
月
一
六
日 

日
曜
日 

さ
ん
ぽ
ー
と
港
南
で
「
マ
ン
シ
ョ
ン

防
災
の
課
題
と
計
画
」
と
題
し
て
防
災

講
演
会
が
開
催
さ
れ
、
三
六
名
が
参
加

し
ま
し
た
。 

  

   

 

講
演
で
は
吉
川
忠
寛
氏
（
防
災
都
市

計
画
研
究
所
）
が
「
生
活
継
続
の
た
め

の
防
災
計
画
づ
く
り
」
に
つ
い
て
、
自

助
が
基
本
で
あ
る
が
、
安
否
確
認
や
緊

急
対
策
な
ど
の
共
助
の
範
囲
を
ど
う

設
定
す
る
か
基
本
的
な
対
策
の
方
向

性
を
示
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
話

さ
れ
ま
し
た
。 

講
演
会
終
了
後
、
熱
心
に
質
問
す
る

参
加
者
に
、
防
災
に
対
す
る
関
心
の
高

さ
を
感
じ
た
講
演
会
で
し
た
。 

（
文
責 

南
） 

 

 
 
 
 
 
 
 

【
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・ 

参
集
訓
練
】 

三
月
二
日 

日
曜
日 

今
年
の
港
南
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
参
集
訓
練
は
、
三
月
二
日(

日)

午
前

九
時
か
ら
、
芝
浦
港
南
地
区
総
合
支
所

協
働
推
進
課
の
協
力
を
得
て
、
地
域
防

災
拠
点
に
お
け
る
物
資
仕
分
訓
練
を

メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
、
さ
ん
ぽ
ー
と
港
南

の
多
目
的
室
で
行
い
ま
し
た
。 

今
ま
で
は
、
地
域
防
災
拠
点
の
機
能

の
う
ち
、
①
避
難
所
の
運
営
②
情
報
集

約
・
発
信
の
二
つ
の
訓
練
を
行
っ
て
き

ま
し
た
が
、
今
回
は
三
つ
目
の
柱
で
あ

る
物
資
仕
分
訓
練
を
行
っ
た
も
の
で
、

港
区
で
は
初
の
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
阪
神
淡
路
大
震
災
の
経
験
を
活

か
し
て
開
発
さ
れ
た
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド

（
分
岐
点
）
と
呼
ば
れ
る
い
く
つ
か
の

想
定
さ
れ
る
状
態
の
中
で
、
四
択
ほ
ど

の
選
択
肢
の
ど
れ
を
選
択
す
る
の

か
？
と
い
う
災
害
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ゲ
ー
ム
も
実
施
し
ま
し
た
。 

震
度
６
強
の
地
震
発
災
四
日
後
を

想
定
し
、
地
域
防
災
拠
点
に
届
い
た
物

資
を
、
ど
の
よ
う
に
仕
分
け
し
配
給
し

た
ら
良
い
の
か
、
４
班
約
８
人
ず
つ
に

分
か
れ
て
討
議
し
ま
し
た
。 

 

討
議
で
は
、
帰
宅
困
難
者
が
支
援
拠

点
に
助
け
を
求
め
に
訪
れ
た
時
の
対

応
の
仕
方
や
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
支
援
物
資
の
要
請
が
あ
っ
た
場
合

の
対
応
な
ど
非
常
に
難
し
い
問
題
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
、
最
後

に
各
班
の
代
表
が
研
究
発
表
を
行
い
、

有
意
義
な
勉
強
会
と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
訓
練
の
結
論
と
し
て
は
、
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
ル
ー
ル
作
り
が
大
切

で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
、皆
さ
ん
の
意
見

が
一
致
し
ま
し
た
。（
文
責 

飯
塚
） 

 

【
港
南
三
丁
目
合
同
自
衛
消
防
訓
練
】 

港
南
三
丁
目
第
二
公
団
自
治
会
と

シ
テ
ィ
ハ
イ
ツ
港
南
自
治
会
で
は
、
隣

接
す
る
港
南
の
郷
と
港
南
図
書
館
と

一
体
と
な
っ
て
、
年
一
回
、
自
衛
消
防

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

港港
南南
防防
災災  

ネネ
ッッ
トト
ワワ
ーー
クク

平成２６年

５月号 

参加者による炊出し 東京消防庁第一方面訓練 海洋大学 

（防災講演会） 

（災害シュミレーションゲーム） 



今
年
は
三
月
十
六
日(

日)

に
実
施

し
ま
し
た
が
、
好
天
気
に
恵
ま
れ
て
出

か
け
た
方
が
多
い
の
か
、
例
年
よ
り
少

な
い
八
十
人
程
の
参
加
で
し
た
。 

港
南
の
郷
南
側
広
場
で
は
、
通
報
訓

練
や
消
火
器
訓
練
、
煙
ハ
ウ
ス
の
体
験

の
ほ
か
、
今
回
初
め
て
備
蓄
倉
庫
に
保

管
し
て
あ
る
災
害
用
ト
イ
レ
の
組
立

訓
練
を
行
っ
た
後
、
集
会
室
に
移
り
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
操
作
を
体
験
し
ま
し
た
。 

 

 

 

こ
の
よ
う
な
訓
練
は
身
体
で
覚
え

る
こ
と
が
大
切
な
の
で
、
こ
れ
か
ら
も

年
に
一
回
は
継
続
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
熱
心
に
指
導
頂

い
た
高
輪
消
防
署
港
南
出
張
所
と
高

輪
消
防
団
第
四
分
団
の
皆
さ
ん
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

(

文
責 

南
第
二
公
団
自
治
会
長) 

【

港

南

ふ

れ

あ

い

桜

祭

り

】 

四
月
七
日 

日
曜
日 

不
安
定
な
天
気
を
心
配
し
な
が
ら

も
大
勢
の
人
々
が
、
満
開
の
桜
の
下
に

集
ま
り
ま
し
た
。 

港
南
小
学
校
鼓
笛
隊
の
演
奏
で
開

幕
。
港
南
中
学
校
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

得
意
の
演
奏
を
披
露
す
る
と
、
ど
こ
か

ら
と
も
な
く
歓
声
が
わ
い
て
周
囲
が

桜
色
に
染
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。
防
災

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
販
売
す
る
「
豚
汁
」

も
好
評
の
う
ち
に
完
売
と
な
り
、
パ
ネ

ル
で
の
活
動
展
示
に
も
関
心
を
持
っ

て
立
ち
止
ま
る
光
景
も
見
ら
れ
て
、
防

災
へ
の
意
識
啓
発
に
も
繋
が
っ
た
桜

祭

り

で

し

た

。
（

文

責 

南

） 
 
 
 
 
 
 

 
【
ワ
ー
ル
ド
シ
テ
ィ
ー
タ
ワ
ー
ズ
春
の
防
災
訓
練
】 

四
月
十
三
日 

日
曜
日 

今
回
の
訓
練
で
は
、
通
常
の
安
否
確

認
に
加
え
て
、
大
地
震
で
停
電
に
な
っ

た
時
に
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
で
発
生

す
る
事
態
を
正
し
く
理
解
し
て
頂
き
、

各
家
庭
で
備
え
を
考
え
て
貰
え
る
様
、

一
週
間
前
か
ら
防
災
週
間
と
称
し
て
、

Ｅ
Ｖ
内
に
想
定
事
態
を
三
種
の
ポ
ス

タ
ー
に
し
て
順
次
掲
示
を
行
っ
た
。 

そ
の
他
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
・
お
が
く
ず

ト
イ
レ
、
子
供
向
け
に
防
災
ビ
ン
ゴ
、

芋
煮
炊
き
出
し
配
給
、
野
菜
マ
ル
シ
ェ
、

防
災
備
品
の
展
示
販
売
な
ど
の
イ
ベ

ン
ト
を
行
っ
た
結
果
、
総
世
帯
数
の
五

十
七
％
に
あ
た
る
千
百
八
十
世
帯
の

参
加
が
得
ら
れ
た
。
（
ワ
ー
ル
ド
シ
テ

ィ
タ
ワ
ー
ズ
防
災
会
会
長 

吉
村
誠
） 

 

【
港
南
中
学 

防
災
運
河
め
ぐ
り
】 

四
月
十
六
日 

水
曜
日 

初
夏
を
感
じ
る
四
月
十
六
日
（
水
）、

港
南
中
学
校
防
災
教
育
の
一
環
と
し

て
新
一
年
生
八
十
七
名
を
対
象
に
「
防

災
運
河
め
ぐ
り
」
が
実
施
さ
れ
、
港
南

防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
メ
ン
バ
ー
が

説
明
員
を
務
め
ま
し
た
。 

当
日
は
、
新
港
南
橋
防
災
船
着
場
で 

ク
ラ
ス
ご
と
に
三
便
に
分
か
れ
て
乗

船
し
、
高
浜
運
河
か
ら
天
王
洲
運
河
へ
。 

 
 
 
 
 
 

八
つ
の
橋
と
二
つ
の
水
門
を
く
ぐ
り

な
が
ら
、
水
門
の
役
割
や
、
災
害
時
に

は
運
河
を
利
用
し
て
海
上
か
ら
の
災

害
物
資
輸
送
も
可
能
な
こ
と
な
ど
、
防

災
の
視
点
か
ら
港
南
地
域
を
学
習
で

き
ま
し
た
。 

 
 
 

（
文
責 

関
根
） 

 

【
訃   

報
】 

三
月
十
六
日
、
高
輪
消
防
署
港
南
出

張
所
の
石
鍋
所
長
が
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
長
年
に
わ
た
り
、
港
南
地
域
住
民

の
安
心
安
全
の
た
め
に
、
ご
尽
力
賜
っ

た
こ
と
に
感
謝
し
、
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。 

《 

編

集

発

行 

》 

港
南
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

 
 
 
 
 

会
長 

飯
塚 

則
男 

（港南ふれあい桜祭りでの防災パネル展示）

（防災運河めぐりの水門）

(ＡＥＤの操作体験) 


